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年中行事展示

民家園では、毎月 (4月 を除く)古民

家や古民家周辺で年中行事展示を行つて

います。8月 は盆行事として盆棚 (写真

1)と砂盛を展示しました。9月 は十五夜

での行事を旧北村家で展示しています。

先人達が伝えてきた風習・伝統を知るこ

とのできる良い機会だと思いますので、

是非ご覧になつて昔の生活に思いをはせ

て下さい。また会場には毎月の行事ごと

に解説シートがありますので、ご自由に

お取り下さい。

なお10月 は収穫祝いの行事である「刈

り上げ」を旧北村家にて展示します。今

後の年中行事予定は下記の通りです。

【年中行事展示】

10月  刈り上げ
11月  扱き上げ、雪囲い (～ 3月 )
12月  正月準備、ハ日僧
1月  正月飾り、小正月飾り
2月  節分、八日僧
3月  節供雛
3月下旬 蚕影山のまつり

写真 1 年中行事展示・盆棚 (1日北村家)
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日本民家園には、年間約9万人 (平成 H年度)の人匠1者があります。個人・団体として、
幼稚園生や小学生から高齢者の方々まで幅広い年齢層のみなさまにご来園いただいてお

ります。今回はそうした多くの来園者の中から、若者の日から見た「民家口に対する感

想」を紹介したいと思います。

日本民家園を訪れての感想

日本民家園に行くのは 2回 目だつた。とは

言つても、正直に言つて、初めて日本民家園

を訪れた時のことは全く覚えていない。母は

私が幼いころに連れて行つた事があると言い、

2回 目だということを知つた。そのときの母

の記憶は鮮明で、行くと心が落ち着いたよと

言つていた。実際、今回日本民家園を訪れて、

母がそう言つたことに素直に共感できた。

民家をまわると、 1つ 1つの家にそれぞれ
違うあたたかみを感じる。特に、家に一歩を

踏み入れたときの匂いはどの家も異なつてい

て、「あ―いい匂い」と言いたくなるようなも

のから、「何の匂い ?」 と少し不快に感じるも

のまであったが、どれも味わいがある。そし

て夏にしては涼しく感じ、だからといつて一

年中室内温度が低いのかといえばそうではな

いようで、どうやら冬は冬で暖かそうだと感

じさせられるようなあたたかさである。これ

は、家の構造的なものなのか、それとも家の

材質的なものなのかと、少し不思議に思つた。

船越の舞台は民家園で一番高いところに位

置していて、そこへたどり着くまでに運動不

足の私はヘ トヘ トになってしまつた。ところ

が、人がいなかつたせいか、静まり返つたそ

の場所は、民家園の中でもひときわ違う場所

に感じ、疲れも一気に吹き飛んだ。舞台を回
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りその下に入ると、かなり広い空間があり、

当時はそこに人が入つて人力で舞台を回した

という。

また、民家に置かれている家具はほこリー

つなくきれいに手入れされている。日本民家

園に足を運ぶ一人ひとりが満足して帰るうら

には、園の隅々までより良い状態で後世に受

け継いでいこうと日々思い続ける職員の皆さ

んや、地域ボランティアの方々の働きや支援

があるということを思い知らされた。

日本民家園を訪れて、どこかちがう時代、

ちがう場所へとタイムスリップでもしたよう

な気分になった。そう感じる時というのは、

たいてい時間が早く過ぎてしまうもので、今

回もあっという間に一日が終わつてしまつた。

午前 11時に太田家の前で待ち合わせをし、
それから夕方までずっと歩きつばなしで、い

つもならみんなで「疲れた―」の大合唱のは

ずが、今回は向ヶ丘遊園駅の近くで卓球をす

る元気が残つていた。そうだ、多大な疲れも

日本民家園が癒してくれたのである。そして

疲れを逢かに上回る何かを得て帰ることがで

きたということである。その何かとは言葉で

はとても表現できないもので、不断の生活を

送つていく上で自分の中で確かなものになっ

ていくものではないかと思う。



博物館実習生の感想
いま い さや か

民家園には以前一度だけ来たことがあった。

生田緑地の中にあり、環境に恵まれた所だと

感じた。私は民家に興味を持つていたので楽

しめたが、他の来園者は民家園に何を求めに

来るのだろうか。民家そのものを見に来る人、

自然や民家の雰囲気を楽しむ人がいると思う

が、「また来たい」と思つてくれる人がどれだ

けいるかが大切だと思う。民家園は様々な年

中行事や公開講座があるが、企画展がめつた

にない。民家という性質上、民家そのものが

常設であり、改造や展示品を置くこともでき

ないので難しいと思うが、定期的に企画展が

あれば何回も人が来ると思う。実際には実現

不可能だと思うが、私は民家にミレーの絵が

あつたら面白いと思う。押戸に農村風景の絵

が飾つてあつたら、どんな風に見えるだろう。

1軒に一枚ずつ絵を置いていつたら、また

違つて見えると思う。

(中 略)
さらに、民家を利用して日本家屋の流れの

説明もできる。部屋の配置、屋根の構造、書

院造りの流れ、玄関の造りなど、興味深いと

ころはたくさんある。それらを実際に民家を

見学しながら学べるような企画展ができない

であろうか。造り全体を見た人が、次には細

部にも目がいくようにすると、民家の見方が

変わってきて、実際の私達の生活と重ねて見

ることができ、楽しめると思う。どのような

ジャンルにしても「共感できること」は大切

だと思う。何か自分の中のものと交差する感

覚があれば、興味を持つことができる。私達

の生活を知る場としての視点を来園者が見つ

けてくれたら、もつと興味深くなると思う。

今 井 初 夏 (東京造形大学 4年 ) 小 玉 晶 子 (昭和女子大学 34→

こ だまあき こ

(前 略 )
実習内容では、普段経験できないことをや

らせて頂いて勉強になった。徳に私は障子貼

りと床上公開と土壁づくりが印象深い。障子

貼りかえは昔はよくやつていたことだろうが、

今の時代ではあまりやらない。私の家にも障

子は 1枚 しかない。伝統的な作業にもかかわ

らず、今までやつたことがなかつたので、と

てもいい経験となつたし、将来障子のある部

屋に住み自分の子どもに貼り方を教えたいと

思う。床上公開では囲炉裏に火をともした。

これもまた初めての経験であつた。まきをき

れいに燃やしていくという作業は意外と難し

かつた。また、来園者の方に声をかけたり、説

明したりすることもあまりやつたことのない

ことで、とても難しかつた。やはり自分がそ

のことに対して勉強不足であると自信をもつ

て説明できないので、学芸員はやはりより多

くの知識が必要だと感じたと共に、外国語の

重要性も身にしみて感じた。

(後 略)
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写真 3 実習作業風景 (障子張り替え)

※日本民家園では、毎年博物館実習生を受け入れています。今年度も 27大学 48名 (予定)が来て、
学芸員の資格を得るためさまざまな作業や体験、勉強をして行きました。

一礁蒻



日本民家園収蔵資料紹介(2) ～米の選別農具
赤 トンボが空を舞い、金色の稲穂が風になびく。その横では稲刈 りをする人達が・……。日
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本の秋の原風景といつてよい情景でしよう。稲作を中心とした作業・習慣は日本人の生活に

深く根差してきました。しかし現在、長い歴史の中で培われてきたそれらの伝統が失われつ

つあります。そこで今回は数多くある民家園の民具資料から、人工的に風を起こして穀物を

精選する農具である『唐箕』を紹介したいと思います。

日本民家園が所蔵する唐箕は全部で10点あります。そのうち9点を古民家内 (図版参照)で

展示しており、本園を訪れた方にご覧になつていただいております。唐箕は、12世紀頃中国

で発明されたと考えられています。日本で初めて唐箕が登場するのは、貞享元年 (1684)に

書かれた『会津農書』の中です。江戸時代の文献には、「唐箕をもたない農家には奉公に行か

せない」という地域があつたことが載つています。それほど当時は唐箕が非常に便利で、ま
ちんきよつ                   うかが

た高価で珍重されていたことが窺えます。このことは唐箕に住所 。氏名 。年号等を記し、所

有権を明確にしようとしたものが存在することからも推測されます。現在、江戸時代の年号

が書かれた唐箕は60数点確認されています。ちなみに最古のものは明和四年 (1767)銘の唐

箕です。本園が所蔵する 10点の唐箕のうち3点に年号が記されており、その内 1つは文久三

年 (1863)が記されています。唐箕の使用方法としては、1:開田部に米を入れる、2:唐箕の
は ぐるま

内部にある歯車を回転させる、3:落下調整装置を用い開田部から少しずつ米を落とす、4:歯
もみがら  ちり

車によって起こつた風の力で籾殻や塵などを飛ばし、米もその大きさ 。重さによつて精選さ

れる、というのが一般的なようです。

江戸時代に高価で貴重な存在だつた唐箕ですが、明治期から大正期に全国的に普及し、各
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      ||正末期から昭和初期に動力脱穀機が使用され始

め、さらに昭和20年代以降における農業の機械化
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により、手動の唐箕は農家から姿を消していきま   触家r・ 〔曇猟勲灘釉酸尚 ′ノ 駐車場
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●西日駐車場

岩澪家

●岡本太郎美術館

文久三年銘の唐箕

(旧太田家)
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